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1. はじめに 

近年，8K スーパーハイビジョン[1]やヘッドマウント

ディスプレイ[2]などの高度な映像再生システムが一

般化してきた．また，高精度な映像とともに高臨場感音

響を提供するためのシステムは多数開発されている．

8K スーパーハイビジョンのための音響システムとして，

Hamasakiらは 22.2マルチチャネル音響を開発した[3]．

しかし，これらのシステムは莫大な演算量を処理する

特別な機材が必要である． 

我々は，仮想現実環境を用いた防災訓練システムに

おいて，簡易的な装置で臨場感を与えるシステムの構

築を目指している．本報告では，離散的に移動する音と

連続的に移動する音源の映像の条件を変えた 10種類の

刺激について，音と映像の動きの整合度を測定する．測

定結果の分析するときに使用する手法について調査し

た． 

2．映像と音の整合度評価実験 

映像において，フレームレートの削減によって処理

を少なくする手法がある[4]．そこで，簡易的な移動音

像の提示方法として，音像の座標を離散的に与えて音

像を跳躍的に移動させることで演算量を減らす方法を

提案する[5]． 

図 1 に音刺激と映像刺激の提示手法を示す．刺激と

して救急車のサイレン音を使用し，提案手法により音

像を𝑥𝑥𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4, 5, 6, 10, 150に分割した．音像と映像

は，画面を約 5 秒間（9.2 deg/s）または約 2.5 秒間

（18.4 deg/s）で横切るものとした．それぞれの音と映

像を組み合わせ，10 種類の刺激を用意した．これらの

刺激を 2 種類ずつ組にして 45 組を構成し，ランダムな

順番で提示した． 

映像刺激は 24インチの PCモニタ（DELL P2416D）で

提示し，音刺激はモニタ下部に設置した USB スピーカ

（Towa electronics Olasonic TW-S7）で提示した．モ

ニタから被験者までの距離は約 60 cm であり，視野角

は 46 度である． 

各組において先行提示刺激を A，後行提示刺激を Bと

おき，被験者に 2 つの刺激を視聴させた後アンケート

の回答を指示した．評価項目は，映像の動きと音の動き

について Aの方が合っている場合を 3，Bの方が合って

いる場合を－3 とした 7 段階である．45 組すべての提

示が終了した後，同じ被験者に A と B の提示順を入れ

替えて同様に実験を行った．提示順変更の前後の実験

間隔は 15 分以上とした．分析は一対比較法のうち，1

人の被験者が全ての刺激対を比較し，かつ順序効果を

算出可能な浦の変法で分析した． 

 

3．一対比較法による分析結果と考察 

表１に 20 代男女 14 人に行った実験の分析結果を示

す．これより順序効果に有意差が得られ，刺激の提示順

序は整合度の評価値に影響を与えると考えられる．こ

こで提示順と評価値の関係を具体的に求めるため，提

示順を入れ替える前後それぞれの評点の和を求めた．

選んだアンケート項目に対応した評点を掛け全ての被

験者について足し合わせたとき，先の実験は 34となり

後の実験は－6であった．先行提示刺激の方が合ってい

ると感じる場合，評点の和は正の値になることから刺

激の種類に関わらず先に提示された刺激の方が音と映

像が合っていると感じる傾向がある． 

結果より，刺激の提示順は整合度の評価値に影響を

与えるため，刺激の提示は全ての組において提示順を

入れ替えた実験をする必要がある．今後，検討する速度

を変え，刺激数を増やして精度を向上させる． 

本研究の一部は，科研費(C)(17K01052)の援助を受け

て行われたものである． 
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図 1 映像刺激と音刺激の移動 

表 1 一対比較法による分析結果 
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